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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

スギさし木苗の発根形態別生長試験

担当 1 大 分 営 林 署

多段根苗は普通根苗に比較して,よ い初期生長を示す傾向がみられるので,多段根と生長との関

係の究明と多段根苗の養苗技術を開発する。

多段根苗と普通根との生長差はみられない。

項    目

開発経過と調査内容

昭和54年 3月 に既生産苗木から多段根苗 200本 と普通根苗の 200本を字十文字原国有林 5き ゆ林小

班と字蛇越国有林21へ林小班に植付けた。

同年 3月 に多段根苗育成のため,発根促進剤処理を行い大分苗畑に 1200本をさし付け, この育成

した多段根苗 225本と普通根苗 225本を昭和55年 3月 に字硫黄山国有林 3ろ林小班に植付,昭和56年

3月 には多段根苗 60本普通根苗 60本を字硫黄山国有林 3は林小班に植付け保育は区域と合わせ請負

実行とした。

昭和53～ 60年度

施

業

及

び

作

業

の

内

容

伐 採 の 方 法

んα 当た り本数

二 Ⅳ 4-

EG-TDESK01
長方形



生長量調査は,植付年以降年 4回 (5月 , 7月 , 9月 ,11月 )の測定を行った。

5き ゆ, 21へ林小班は,昭和54年から,昭和56年まで, 3ろ林小班は,昭和55年から,

で, 3は林小TITは ,昭和56年から昭和60年まで調査を実施した。

評価及び普及指導

1.植付 2年目か ら 3年目に多段根苗が僅かに生長が勝 るが以降差はみ られない。

昭禾日57年ま
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スギさし木苗の発根形態別生長試験

昭和54年 3月 に既生産苗木から多段根苗 200本を字十文字原国有林 5き ,ゆ林小班と蛇越国有林

21へ林小班にそれぞれ 100本 ,普通根苗も100本づ 植ゝ付け昭和56年 11月 まで調査を行い,表 -3,

表-4の結果となった。

また,多段根苗と普通根苗の処理方法別得苗率確定と生長比較を行うため,昭和54年 3月
に1,200 

｀

本を大分種苗事業所で発根促進剤処理を行い, さし付 1年後の得苗は表
-1の とおりc

表-1 得 苗 表 (54年 3月 さし付 )

クローン月」

さし付

本 数

得 一田 本 数

多 段 根 普  通  根
合 計

粉処理 液処理 言十 粉処理 液処理 計

県 臼杵 4号 250 52 43 95

本

92 50

本

142

本

237

県 阿 蘇 1号 250 75 51 126 70 49 119 245

県 竹 田 12号 250 77 61 138 63 つ
０
つ
０ 96 234

県 日出 1号 200 15 18
つ
０
つ
０ 81 61 142 175

県 大 分 6号 250 88 61 149 53 30 ０
０
０
０ 232

計 1,200 307 ４０
０
０
４ 541 359 223 582 1,123

得  苗  率 100′る 45% 49% 94%

この苗木を字硫黄山国有林 3ろ林小班に多段根苗 225本普通根苗を 225本植付け,昭和55年から

昭和57年までの 3年間生長量調査を行い,表 -2の結果を得た。
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表-2 クローン別生長量表 (55年 3月 植付)

調 査 年 月

県東臼杵 4号 県 阿蘇 1号 県 竹 田 12号 県 大 分 6号 県 日出 1号

多段根 普通根 多段根 普通根 多段根 普通根 多段根 普通根 多
・段根 普通根

55

3
Cπ

40 34 ０
４
民
υ

，
０
И
任

Cln

52 46
卸 卸

56 43
CII 卸

47 38

5 40 34 52 43
９

″ 46 56 43 ワ
ー
ス
， 38

7 45 41 55 47 54 48 58 47 52 45

9 53 51 59 52 66 60 62 一ｂ 67 59

質
υ
賣
υ 54

（
）
′
υ 54

ワ
ー 64 63 つ

ろ
員
υ 68 62

56

5 55 一ｂ 60 55 72 66 64 53 73 64

7 85 81 70 65 95 88 74 65 101 90

9
つ
０
（
υ 99 76

″
′ 114 103 （

υ
Ｏ
Ｏ 70

，

″

７
‘
ｎ
υ

106 101 79 ，

“

ワ
‘ 118 106 83 73 124 109

57

5 107 84 75 つ
０

，

″ 88 79 128 114

7 132
α
υ
９
一

次
υ
（
υ 88 148 114 ハ

） 95
員
υ 136

9 140 134 105 96 161 148 Ｅ
υ 103 160 148

141 136 108 98 165 一ｂ 117 105 162 150

3年の生長量 101 102 α
υ
一ｂ 一ｂ仄

υ 113 105 61 62 115
，

“

普通根対比 0.99 % 1.02 % 1.08% 0.98% 1.03%

昭和56年 3月 に設定した字硫黄山国有林 3は4/1ヽ班の東自杵 6号同13号の試験地では,昭和56年

から昭和60年 まで生長量の調査を行い,表 -5及び図-1.2の結果となった。
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表-3 表 -5

十 文字 原国有林 5き ゆ林小班

調査年月
多 段 根 普 通 根

平均樹高 生長量 平均樹高 生長量

54

3 71.8卸 _―_  C7 61.O CIn ―
 C7

民
υ 72.0 0_2 61.0 0

7 74]
９

ω 61.7 0.7

9 76.3
つ
ろ

９

″
66_0 4.3

778 賣
υ 67.8 1.8

55

5 79.4 1.6 70.2 2.4

7 85.6 6.2 76_1 59

9 89_1 3_5 79.4 つ
０
つ
０

90.5 1.4 80.5 1.1

56

5 90.5 0 80.5 0

7 106.1 15.6 97.2 16.7

9 109_7 3.6 98.5
う
０

11 112.2 2.5 100_6
，

０

生長壁計 40.4 39_6

牲 鐵 135 13 2

硫 黄 山 国 有 林 3は 林小班

東臼杵 6号 東 自杵 13号
珂 ■三十 月

多段根 普通根 多段根 普通根

56

3 4549 3900 38"澱 32.OC7

5 455 390 389 32.0

7 50.1 469 Ｅ
υ 45.6

9 67.8 67.0 668 63.0

71.8 72.3 697 66.6

57

5 865 850 81.7 80.0

7 130.3 129.6 1250 1196

9 1591 156.0 151,4 1430

163.8 160.1 1533 1446

58

5 171.6 1679 1585 1501

7 198_0 193.0 186.3 1762
∩
υ 226.8 226.0 221.9 211.3

2297 228.4 2258 2156

59 291.9 288.6 2872 2758

60 371.6 369.0 3681 3586

生振壁 十 3262 330_0 3292 3266

年侵 呈 65_2 660 658 65.3

表 -4

蛇越国有林 21へ 林小班

調査年月
多 段 根 普 通 根
平均樹高 生長量 平均樹高 生長上l

54

つ
０ 546C711

卸

531C71
CIn

5 556 （
υ 53.6 05

″
′ 62.6 7.0 58_2 4.6

9 71.0 8.4 67.9 ワ
′
（
υ

11 73.5 2.5 69.3 1.4

55

5 76.3 2.8 93.7 24_4

7 884 ９

“ 941 0.4

9 1044 16_0 1033 9.2

107.1 ，

″ 1055 ，

一
９
“

56

5 107.1 0 105.5 0

7 1250 17.9 130.1 246

9 149.0 240 1444 143

149.0 0 1446 0.2

lLJ震≧蜃苛言寸 94 4 91.5

鰤 31.5 30 5

一 ]78 -
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生長量比較図 (東自杵 6号)
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図-2 生長量比較図 (東自杵 13号 )
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